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【授業概要】 

教育実践研究科において教育に関わる人材を育成するための理論と実践に焦点を当てます。アフタ

ーコロナの課題から始め、教師教育の課題を土台として、教育の変革に向けた提言まで幅広いトピッ

クに触れ、多様な教育に関わる職場においてリーダーシップを発揮できる力を身につけることを目指

します。 

【授業の到達目標】 

1 アフターコロナにおける教育に関わる人材育成の課題を理解する: 

現代社会におけるアフターコロナの教育課題を理解し、変化する社会環境に対応するための教育

に関わる人材育成の必要性を認識します。 

2 教師教育の課題を分析し、提言を行う能力を身につける: 

  教師教育における課題を明確にし、その解決策や提言を行う能力を身につけます。これには先進

的な教育モデルや手法に関する理解も含まれます。 

3 教育実践におけるリーダーシップの重要性を理解する: 

教師教育におけるリーダーシップの役割と重要性を理解し、教育に関わる人材を育成するうえで

のリーダーシップ力を養います。 

4 多様な教育に関わる職場でのリーダーシップを発揮する: 

多様な教育に関わる職場でのリーダーシップを発揮できるよう、異なる環境やコンテキストに適

応する能力を身につけます。 

【授業の形態】 

メディア授業の実施【あり】 

＜授業の特徴＞（毎回実施に◎、適宜実施に○を付けてください） 

形態 実施 具体的に実施すること 

講義 ○ 教員の研究成果について講義 

グループワーク・質疑 
◎ 

受講者間の議論を行うと共に、疑問がある都度で質問

できる。 

演習 ○ 課題を受け、自らの考えを整理する。 

プレゼンテーション ◎ 考えた結果を発表する。 

制作   

その他 

（省察の提出） 
◎ 

授業概要を振り返り、自らに生かせる部分を明確にす

る。 
 

【授業計画】 

回 内  容 

1 オリエンテーション（共同研究） 

2 教員の社会的評価と生徒の学力ほかデータから 

3 これからの学校教育を担う教職員の在り方 

4 教育実習・教員養成の課題ほか 

5 教師塾と採用における人材育成 



6 採用における人材育成と課題 

7 行政研修における人材育成 

8 行政システム構築による人材育成 

9 行政における人材育成（配置と懲戒、指導改善研修） 

10 教職員は学校で育つ 

11 管理職としての人材育成 

12 その他の人材育成の場（研究会・教員組織等） 

13 放課後児童指導員の人材育成 

14 企業における人材育成 

15 教育に関わる人材育成 

試験 

【履修上にあたっての準備】 

・履修登録後、教科書には、必ず目を通して下さい。 

・本授業にあたって、これまで見てきた教育に関わる「人」を児童・生徒、学生、職場の同僚の視

点から、批判的に考察するため、印象に残っている場面を思い起こしておいてください。 

・人材育成について関心を持ち、課題等を主体的に発言する姿勢、課題に取り組む姿勢が必要です。 

【授業外学修（予習・復習）】 

１ 予習 

 読むべき資料や文献が指定されます。その資料・文献に基づいて授業が行われるため、学修効果

を高められるよう、指定された講読の予習をしてください。 

２ 復習 

 各週で振り返りシートを書いていただきます。振り返りシートの内容はご自身の積み上げになる

だけでなく、翌週の議論の題材にもなることもありますので、各週の指定された期日までに提出を

お願いします。 

【評価方法】 

「授業内で課す発表・議論における取り組みと事前学修・振り返りの提出状況」（50％）、 

「科目修得試験」（50％）の割合で総合して評価します。 

【教科書】 

 書籍の一部や論文等の資料を利用します 
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